第１学年○組　　道徳学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者  Ｔ１
１　主題名　  　C‐(10)　国際理解、人類愛　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｔ２
２　教材名　　「世界が100人の村だったら」　（出典：マガジンハウス　著者：池田 香代子）

「世界が100人の村だったら（2016）」（出典：インターネット教材：グレイプ）
３　主題設定の理由

（１）ねらいとする価値
　今日、国際化の進展には目を見張るものがある。私たちは国際的規模の相互依存関係の中で生きており、すでに日本人が、自分たちの幸せだけを追い求めることは難しくなってきている。したがって、将来のわが国を担う中学生には、国際的視野に立ち、世界の中の日本人としての自覚をしっかりもつことが必要になってくる。本学級では，２学期に社会科と英語科で、発展途上国に住む子どもたちの生活を身近に感じさせるため、カンボジアの中学生ロン君への手紙を書く授業を行った。その結果、社会科での東南アジアの人口爆発やスラムなどの学習内容に、より関心をもつことができた。国際交流授業ではＮＧＯからゲストティーチャーを招き、難民・貧困・水問題などの国際問題について教えていただいた。これらの経験を踏まえて、国際社会の状況を身近なものとしてとらえ、日本人として何ができるのかを考えさせたい。また、「自分の幸せ」と「発展途上国の子どもたちの幸せ」を比較することで、「自分の幸せ」についての認識を深めさせたい。
（２）生徒の実態について
　　１年○組は男子８人、女子５人合わせて１３人のクラスである。男子は自分の考えをもち、積極的に発言できるが、考えが浅かったり、状況をわきまえなかったりする場面が見られる。女子は、ていねいに内容を考え、文章に記すことはできるが、積極的に発言することはなかなかできない姿がある。
１２月に実施した生徒アンケートで、９人が「道徳に前向きに取り組むことができた」とした一方、４人は「前向きに取り組むことができなかった」と回答した。１学期に比べると、クラス全体での道徳の授業への取り組みは前向きになりつつあるが、全員が積極的に発言したり、議論に参加したりすることはできていないのが現状である。また、「自分のことが好きか」という設問に対しては、「好き」という回答は１人もなく、自己肯定感があまり高くないこともうかがえる。ロン君への手紙、国際交流授業で、国際社会に少し目を向けられるようになってきている。本時の授業では、国際理解を深めるとともに、「自らの幸せ」について考えることで、自己肯定感が高まることを期待したい。
（３）資料について

　本資料は世界には約７３億人もの人がいるが、それを１００人に縮めてみたらどうなるか、というメールメッセージが広まったものである。２００３年に初版本が出版され、２０１６年には第５版が出版された。
開発教育（自分と地域と世界とのつながりを認識し、公正で共に
生きることのできる地球社会づくりに参加するための教育学習活動）の視点から作られたこの教材では、「世界の貧富の格差を構造的にとらえること」と「多様性の尊重」という側面から１００人村をとらえている。世界をたった１００人に縮めてしまったがために切り捨てられた事実の多さが指摘されるが、「１００人村」のメッセージは、そのわかりやすさから広く読まれている。本資料を通じて、生徒に「経済格差」などの世界の現状を大観させ、関心をもたせたい。「日本に生まれてよかった」という感想だけでなく、国際社会の抱える問題に対し、相手の立場に立って、関わっていこうとする意欲を高められることを期待する。以下は資料の分析である。
富裕層（多くの日本人）の立場　　　　　　　　　　　貧困層（途上国）の立場
　たくさんの資源・食べ物を少数で分ける　　←　　　　少しの資源・食べ物を多数で分ける
　　　　幸せをあまり感じない（義務）　学校に行く　　　幸せを感じる
　　　　ほぼ読める　　　　　　　　　　字を読める　　　読めない人もいる（読めると嬉しい）
　　　　余るほどある　　　　　　　　　食べ物　　　　　飢餓に苦しむ人もいる（あると幸せ）
　　　　屋根がある　　　　　　　　　　家　　　　　　　屋根がない・路上生活の人もいる
多くの人が持っている（必要？）携帯電話　　　　ほとんどの人が持っていない（不要？）
　　　「ある」ことが当たり前　　　　　　　　　　　　　「ない」ことが当たり前
　　　　　　　　　　　「不平等」に対して、わたしたちはどうしたらいいの？
４　本時の指導

（１）ねらい　・ワークショップ及び、「１００人村」のメッセージを読み解くことで、「世界の貧富の格差」について体感する。
・世界の中の日本人としての自覚をもち、国際的視野に立って、 世界の平和と人類の幸福に貢献する態度を養う。
（２）準備　　　ワークシート、クッキー（39枚）、ペットボトル紅茶（13本）、資料プリント（①②③）、パソコン、プロジェクター
（３）本時の展開
	時間
	学　習　活　動（主な発問と予想される生徒の反応）　　※教師の支援，ねがい

	0
3
8
12
18
20
25
30
	平等について、ワークショップから考える。
ここにクッキーが39枚、ペットボトルの紅茶が13本あります。平等に配ってださい。
机を１つにまとめ、全員で分配する。
もし自分が自由にできるとしたら、これらをどう分けますか。
代表生徒が実際に分配した後、数名が意見を発表する。　　　　　※意見が出なければ、指名する。
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2つのグループを作ります。それぞれのグループでこれらを分けてください。
3人（富裕層）と10人（貧困層）のグループを作り、　

3人で9割、10人で1割をわける。
この分け方についてどう思いますか？

スライド（資料①）を見て、世界の状況を知ろう。　　　　　スライド操作（T2）
・約20％の人が「世界の富」の90％以上を持っていることを知る。　※「3人」と「10人」が貧富の差であることを確認する。
『世界が100人の村だったら』を紹介し、資料②を範読する。（T1）
心に残ったことを発表しよう。　　　
・日本はどちらに含まれるんだろう。
・自分の生活は恵まれているな。 ・貧しい人達がたくさんいて大変だ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※資料②を配付する。

「3人」「10人」のグループを3つに分け、話し合い、それぞれ意見を発表する。





	38
40
43
46
	「幸せ」について考える。
あなたはどんなときに幸せを感じますか。
・友達とおしゃべりをしている時　・家族でいる時
世界の子どもたちと比較する。

世界の子どもたちへのアンケート結果（資料③）を見てみよう。　　　　　　スライド操作（T2）
・「家族といるとき」はともに1位。　・途上国では「学校で勉強しているとき」が多い。
　　⇒「貧しさ」≠「不幸」　　　　　　　　　　　　　→自分たちにとっては「当たり前」
先進国と途上国で「幸せ」の感じ方が違う理由は何だろうか。
・「当たり前」の感覚が違うから。

・「当たり前」だと「幸せ」を感じにくくなるから。　
⇒　「豊かさ」≠「幸福」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

本時の振りかえりをする。
・ワークシートに、感想、国際社会のために

「自分ができると思うこと」を書き、発表する。　　　　　　　　　


板書計画


資料①

◆上位20％が世界の富の94.5％を所有
　オックスファムのレポートは、クレディ・スイスが昨年発表した世界の富に関するレポート「2014年度グローバル・ウェルス・レポート」のデータに基づいている。後者によれば、上位1％の3700万人（成人が対象）の所有する富は、1人当たり79万8000ドル（約9400万円）以上とされている。なお2014年、日本には100万ドル以上の富を所有する富裕層が273万人いたとのことだ。
　オックスファムのレポートによると、2014年、上位1％の最富裕層が、世界全体の富の48％を所有した。また、上位20％が、富の94.5％を所有しているという。
　上位1％の最富裕層と、それ以外99％の富の格差は、2010年以来、拡大傾向が続いている。もしいまの傾向が続くならば、来年内には、上位1％が世界の富の半分以上を所有することになるという。

資料②
世界が100人の村だったら（2016年版）http://grapee.jp/180655より

ここは、１００人の村人が住んでいる『世界村』

７３億人の人たちを１００人に縮めると、どんなことがわかるのでしょうか。

「この村に住んでいる人のうち、男の人は５０人で女の人は５０人です。」

「アメリカ大陸に住む人は１４人、ヨーロッパに住む人は１１人、アフリカに住む人は１５人、
アジアに住む人は６０人。みんな、それぞれ違う生活をおくっています。」

「村人の年齢は、１４歳以下は３０人、１５～２４歳は２０人、２５～５４歳は４０人、
５５～６４歳は５人、６５歳以上は５人です」
「村人たちは、いろいろな神様を信じています。

キリスト教徒は３１人、イスラム教徒は２３人、ヒンドゥー教徒は１５人、仏教徒は７人です。

神様を信じていなかったり、その他の神様を信じている人は１６人います。」
「村人の使う言葉は、中国語は１２人、スペイン語は６人、英語は５人、ヒンディー語は４人、アラビア語は３人。なんと、その他の７０人で６５００言語を使っているんです！」

「字を読み書きできる人は８６人、残念ながら読み書きできない人は１４人います。」

「村人の持っているお金は、１５人は約２２０円、５６人は２２０円～１１００円、

１３人は１１００円～２２００円、９人は２２００円～５５００円、６人は５５００円～１万円、そして１人は１万円以上を持っています。
たった１人の人が、村のお金の半分を持っているのです。」
「太っている人は２１人、健康な人は６３人。
栄養の足らない人は１５人、お腹を空かせて死にそうな人は１人います。
「キレイな水を使える人は８７人、キレイな水を使えない人は１３人います。」

「屋根があって、生活できる家を持っている人は７７人。屋根のない場所や路上で生活している人は２３人います。」

「４４人の人はインターネットを使える生活をしていますが、５６人は使えません。」

「携帯電話を持っている人は７５人、持っていない人は２５人います。」
もし世界の人口が本当に１００人だったら、私たちは平等な世界を作るためにもっと努力をするのでしょうか？

もしも大勢の人たちがこの村を愛することを知ったなら、まだ間にあいます。人々を引き裂いている非道な力から、この村をきっと救うことができます。
資料③

国際NGO「チャイルド・ファンド・アライアンス」が世界の子ども達にアンケート調査を実施、その結果を発表している。調査のテーマは「暴力と搾取」。調査は2013年5～9月、対象は47カ国の10～12歳の子ども6499人。
どんな時に安心や幸せを感じるか
「家族といる時」　　　　　（先進国　５６％　1位　途上国　５６％　1位）

「友達といる時」　　　　　（先進国　３１％　2位　途上国　１４％　3位）

「学校で勉強しているとき」（先進国　　５％　3位　途上国　２５％　2位

地域ではアジア35％がもっとも高く、
ネパールでは84％と高い割合を示している。
・平等に分ける。





・独占する。　・好きな人に多く配る。





※T1：富裕層　T2：貧困層につき、意見が出されるようにアドバイスを行う。





【低所得層・貧困層】


・不平等だと思う。


・人数が多い方が少ないなんておかしい。


・いくらなんでも差があり過ぎる。


・あちらのグループのが良いな。


・分けてもらったものが貴重だと思った。





【富裕層の立場】


・不自由なく分けることができた。


・こちらのグループでラッキーだった。


・少し分けてあげたいと思った。





あなたは『世界村』を「平等」にするために努力しますか？





※国際社会のかかえる問題を解決しようとする意見を期待したい。


T1・T2で、具体的に努力できることなどを問い、考えを深めさせる。





・平等にする必要はあるのか。


・平等になんてできない。


・みんなが幸せにはならない。





・富裕層が寄付・援助をする。


・貧しい人達に仕事を与える。


・みんなが「幸せ」になってほしい。





「平等」になると『世界村』は「幸せ」になるのかな。





※自分にとっての幸せとは何かを考え、途上国の子どもたちと比較させたい。





※「世界村」における「平等」「幸せ」について考えを深めさせ、「世界村」のために「自分ができること」を考えさせたい。








